
平成30年度
熊本⼤学

地域医療⽀援・総合診療
後期研修プログラム
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私たちのプログラムは、熊本⼤学医学部附属病院が中⼼となり、熊本県内の多数の施設が参
加協⼒した“オールくまもと”の研修体制が⼤きな特徴です。特に公⽴⽟名中央病院に設置され
た教育拠点は、⼤学病院外での研修の核として位置づけられており、卒前から卒後教育に⾄る
まで、シームレスな臨床教育が実践されています。

本プログラムは年を追うごとに、参加施設数だけではなく、研修内容の質も常に向上し続け
ており、平成３０年度の新しい専⾨医制度で創設される「総合診療専⾨医」育成にも対応して
います。私たちのプログラムでは、プログラム修了⽣に専⾨医資格を取得するだけにとどまら
ず、時代によって変化する地域に対応し、⽣涯にわたって、⾃⾝で成⻑できる総合診療・家庭
医療専⾨医となることを⽬標としています。熊本で、皆さんのご参加をお待ちしています。
是⾮⼀緒に学んでいきましょう。

研修スケジュール

教育の実際
① カ ン フ ァ レ ン ス T V 会 議 シ ス テ ム の 活 ⽤
② Case-based Discussion形 式
③ Significant event analysis
④ 個 別 の ポ ー ト フ ォ リ オ 作 成 ⽀ 援
⑤ 外 来 ス キ ル 向 上 の た め Video Review System導⼊予定

プログラムの特⾊

プログラム責任者 松井 邦彦
熊本⼤学医学部附属病院 地域医療・総合診療実践学寄附講座 特任教授

総合診療研修
Ⅰ（診療所・中⼩病院） 6ヶ⽉以上 合計

18ヶ⽉以上Ⅱ（病院総合診療部⾨） 6ヶ⽉以上

必要領域別研修
内科 6ヶ⽉以上

⼩児科 3ヶ⽉以上
救急科 3ヶ⽉以上

選択科研修 整形外科，⽪膚科，精神科，etc... 6か⽉以下

※プライマリ・ケアでの診療において、整形外科、⽪膚科領域の知識や経験は⾮常に有⽤です。
⾃分の理想とする総合診療医像にむけて選択研修は⾃由に希望を出すとよいかと思います。

研修プログラムの要件

平成29年度の研修スケジュール例
4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

1年⽬ 松⽥ ⽟名中央病院 総合診療科

2年⽬ ⽥中
⽟名中央病
院 総合診

療科
⽟名中央病院 循環器内科 ⽟名中央病院

腎臓内科 ⽟名中央病院 ⼩児科 ⽟名中央病院
⽪膚科

⽟名中央病
院 糖尿

病・代謝内
科

2年⽬ 中村
⽟名中央病
院 総合診

療科
⽟名中央病院

糖尿病・代謝内科
⽟名中央病院

⽪膚科 ⽟名中央病院 循環器内科 ⽟名中央病院 ⼩児科

3年⽬ 楯 安成医院 沢⽥内科医院
⽟名中央病

院
⽪膚科

⽟名中央病院
整形外科 熊本医療センター 救急



研修施設
1 くまもと森都総合病院

2 熊本⾚⼗字病院

3 熊本⼤学医学部附属病院

4 国⽴病院機構熊本医療センター

5 沢⽥内科医院

6 地域医療機能推進機構熊本総合病院

7 ⼋代市⽴椎原診療所

8 地域医療機能推進機構⼈吉医療センター

9 球磨郡公⽴多良⽊病院

10 公⽴⽟名中央病院

11 安成医院

12 国保⽔俣市⽴総合医療センター

13 国⺠健康保険天草市⽴河浦病院

14 御所浦診療所

15 天草市⽴栖本病院

16 天草郡市医師会⽴天草地域医療センター

17 天草中央総合病院

18 上天草市⽴湯島へき地診療所

19 天草市⽴親和病院

20 ⼭⿅市⺠医療センター

21 阿蘇医療センター

22 ⼩国公⽴病院

23 ⼭都町包括医療センターそよう病院
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スタッフ⼀同

特任准教授
⾕⼝純⼀

特任助教
後藤理英⼦

客員研究員
古賀義規熊本県地域医療⽀援機構

⽟名教育拠点

専攻医
３年⽬

専攻医
２年⽬

専攻医
２年⽬

特任助教特任准教授 専攻医
１年⽬

特任助教 特任助教特任教授 医員特任助教

地域医療・総合診療実践学寄附講座

楯直晃 ⽥中顕道 中村孝典⼩⼭耕太⽥宮貞宏 松⽥圭史髙栁宏史 前⽥幸佑松井邦彦 ⾹⽥将英佐⼟原道⼈

※ ⼀ 部 の 施 設 に つ い て は 追 加 申 請 の 予 定 で す 。



お問い合わせ先

① 研修施設の指導医（サブスペシャリティ獲得も相談可）
② 研修プログラムの運営管理（⼤学教員）
③ 医学教育への参画（⼤学教員、現地指導医等）
④ Academic なキャリア構築についてもサポート
⑤ 地域のプライマリ・ケアを担う診療所 新規開業／医業継承の⽀援

総合診療を⽬指した先輩たちの声

指導医
⼩⼭ 耕太 特任助教

専攻医
楯 直晃先⽣

医師不⾜にある地域で研修することは、すなわち、⼀⼈の医師
が担当できる症例の機会が必然的に多くなるということです。

患者から⾒た、⽩⾐を着た⽬の前の「医師」は、循環器内科医
でも、整形外科医でも、眼科医でも、精神科医でもなく、「医
師」なのです。その気持ちに応えられる「医師」を⼀緒に⽬指し
ませんか︕

継続的に地域貢献できる
総合診療・家庭医療専⾨医を育成したい︕

将来、診療所を継ぐために
総合診療・家庭医療を学んでいます︕

研修修了後のキャリア

私は、熊本市中央区の約30年以上続くある診療所の継承を⽬標
にしています。その診療所では、地域の実情に合わせた医療、す
なわち家庭医療が求められています。

3年間のプログラムの中では、総合診療科、内科、⼩児科、救
急科の研修に加えて、希望する診療科での研修をアレンジして質
の⾼いプライマリ・ケアの能⼒を⾝につけることが可能です。興
味のある⽅は、ぜひ⼀緒に頑張りましょう︕

熊本⼤学 地域 総診 検索

熊本⼤学医学部附属病院 地域医療・総合診療実践学寄附講座
（事務担当 久保・⼭並）
メール: chiiki_soushin@kumamoto-u.ac.jp
電話︓ 096-373-5631

（地域医療・総合診療実践学寄附講座 ⽟名教育拠点）


